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新潟火力発電所５号系列における水素混焼実証について

⚫ 東北電力グループは、2021年3月に“カーボンニュートラルチャレンジ２０５０”を策定し

「火力の脱炭素化」、「再生可能エネルギーと原子力発電の最大限活用」および「スマート社会

実現事業の展開」を中心に、カーボンニュートラルに向けた取り組みを進めております。

⚫ 「火力の脱炭素化」に向けた施策の一つである「新潟火力発電所における水素/アンモニア

混焼」について、早期の着手が可能と判断した水素の混焼実証を開始いたします。
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「水素混焼」のイメージ

燃料（LNG）
水素

蒸気タービン 発電機 ガスタービン 排熱回収ボイラー 煙突

新潟火力発電所５号系列における水素混焼実証の概要

⚫ 新潟火力発電所５号系列での水素混焼実証は、少量の水素を既存の燃料ガスに混合し、

ガスタービンにおいて燃焼させて発電を行うものです。

⚫ 当初のスケジュール（２０２４年度の実証開始）より前倒し、２０２３年１０月より実証を開始。事業用の

ガスコンバインドサイクル発電設備としては国内初※となる、水素混焼試験を実施いたします。

※２０２３年９月２６日時点、当社調べ

新潟火力発電所 5号系列

取組み 2021 2022 2023 2024 2025 2026～

新潟火力における
水素/アンモニア焚き
実証

水素/アンモニア混焼・
専焼設備実装検討

実証

実装
検討

詳細検討・
設備改造

FS

FS・詳細検討

スケジュール

実証で得られた
知見を展開前倒し

対象号機
新潟火力発電所第5号系列
5-1号機

所在地 新潟県新潟市東区桃山町

燃料種 ＬＮＧ（液化天然ガス）

出力 5.45万ｋＷ

実証期間
２０２３年１０月中旬～
２０２５年３月(予定)

水素混焼率 １％程度(体積比）

水素供給元 水素カードル（ボンベ２０本組）

水素混焼実証の概要
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新潟火力発電所水素混焼試験用の試験装置について

⚫ 新潟火力発電所５号系列での水素混焼試験にあたっては、水素をガスタービンに導入するために、

既存の燃料配管に水素を供給する必要があります。

⚫ そのため、既存の燃料配管へ水素を供給するための設備（以下、水素供給用設備)の設置工事を

2023年8月より実施しており、当該設備の設置後に水素混焼試験を実施する予定です。

設置中の水素供給用設備の状況

水素混焼試験までのスケジュール

５－１号燃料ガス圧縮機
⇒ ガスタービンに燃料

（LNG）を供給する
ための既存設備

５－１号燃料ガス配管

水素供給用設備
⇒燃料ガス配管に水素を
供給する試験設備

水素供給配管と

５－１号燃料ガス配管の

合流箇所

５－２号燃料ガス圧縮機

水素の流れ

2023年度

～ ７月 ８月 ９月 １０月

実証方法・設備検討 水素供給用設備設置 水素混焼試験

実証詳細検討・設備改造

水素カードル設置予定箇所
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将来的な脱炭素化に向けた取り組み

⚫ 当社は、「火力の脱炭素化」に向け、新潟火力発電所５号系列における水素混焼実証の他にも、

火力電源における水素・アンモニア等の脱炭素燃料利用に関わる実証や研究などを進めております。

⚫ 将来的な脱炭素燃料の活用に向け、本実証で得られた知見を展開するとともに、引き続き、

カーボンニュートラルの実現に積極的に挑戦してまいります。

運輸（電気自動車の普及促進など）


